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佐 賀 県 聴 覚 障 害 者 

サ ポ ー ト セ ン タ ー だ よ り  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みみの記念日 ３月３日耳の日 ６月６日補聴器の日 ９月９日人工内耳の日 9 月 23 日手話の日 

なお知らせ！ 

聴覚障害者・情報支援者による 

佐賀インターナショナルバルーンフェスタ 

第７回 写真コンテスト 

★最優秀賞★ 
「草越しのスパイ、何想う」 

光石 千代美 さん 

～結果発表～ 12/21表彰式 

★最優秀賞★ 
「バーナーズ・オン」 

吉田 敬三 さん 

←★審査員特別賞★ 
「バルーンが無いときの楽しみ。」 

田中 千代子 さん 

★優秀賞★→  
「駐車場いっぱい、戻るとき」 

徳久 美知子 さん 

★優秀賞★ 
「LED ドローンショー」 

吉田 康子 さん 

★優秀賞★→  

「ふぅ～頑張った」 

福永 美紀 さん 

★優秀賞★ 
「風船の秋祭り」 
山口 貴志 さん 

★優秀賞★ 
「大空の鳥といっしょにとべよ」 

副島 肇 さん 

2024 年部門→ 
★審査員特別賞★ 
「いっくぞー！！」 
福田 里美 さん 

11 月 18 日、北村審査員の厳正な審

査の結果、最優秀賞２点、審査員特別賞

１点、優秀賞５点、2024 年部門審査員

特別賞 1 点が選出されました。受賞者の

皆さま、おめでとうございます。 

【講評】今回の作品は、チャレンジし努力して
いる写真が多かった。構図も勉強されていて、
自分の主張や見せたいところがどこなのか、よ
く表現できている。次のチャレンジは、「思いっ
きり」を意識して。思いっきり絞る、思いっき
りワイドに撮る、思いっきりズームで撮る、な
ど。また、今回はシャッターチャンスを待った
作品が多かった。全体的によく考えられている
作品が多く、レベルが上がっている。 



コミュニケーションを助ける聞き返し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀県聴覚障害者サポートセンター 
〒840-0826佐賀市白山二丁目 1-12（佐賀商工ビル４階） 
ＴＥＬ：０９５２－４０－７７００  ＦＡＸ：０９５２－４０－７７０５ 
メールアドレス：ｉｎｆｏ＠ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ 

ホームページアドレス：ｈｔｔｐｓ：//ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ/ 
 

＜開館時間＞ 

9：30 ～ 18：00 

＜閉館日＞ 

 毎週月曜日、祝日 

役に立つ 新シリーズ 【39】 

●みみサポーター養成講座≫       
加齢性難聴や情報保障について学びます。 

1 月 20 日(火) 10 時 ～ 12 時 

2 月 3 日(火) 10 時 ～ 12 時 

2 月 17 日(火) 10 時 ～ 12 時 

佐賀県聴覚障害者サポートセンター 研修会議室 

●聴こえのセミナー≫ 
3 月 7 日（土） 10：00 ～ 11：30 

佐賀商工ビル 7 階 大会議室 

『聞こえと脳＆最新 AI 補聴器の紹介』 

講師：高橋礼美さん オーティコン(株)認定補聴器技能者 

※最新耳型採取の体験や補聴器試聴の時間もあります。 

●出前講座≫ 
2 月 21 日(土) 江北町八町北区集会所 
加齢性難聴に関する講話と聴力測定ができる出前講座の 

申し込みを受け付けています。 
詳細は当センターへお問い合わせください。 

 

  

そして何より大切なのは、無理をせず、相手と一緒に
「聞こえを共有する姿勢」を持つことです。周囲の人も、
「少し声を大きめに」「ゆっくりはっきり」を心がけるだ
けで、会話はスムーズになります。聞こえにくいときこ
そ、聞き返す工夫が会話の橋渡しになります。お互いに思
いやりを持って話せば、「聞くこと」も「伝えること」も 
もっと心地よい時間になります。 

聞こえを共有する姿勢。 

会話の中で相手の言葉がよく聞こえなかったとき、
「え？」と何度も聞き返すのは気が引けるもので 

す。つい聞き流したり、うなずいてごまかしたりすること
もあります。でも、聞き返すことは恥ずかしいことではあ
りません。大切なのは、「聞き返し方」に少し工夫をする
ことです。 

たとえば、「え？」や「もう一度言って」とだけ言 
うより、「○○って言いましたか？」と、聞こえた

部分を確認しながら聞き返すと、相手も話しやすくなりま
す。また、「少し静かなところで話してもらえますか？」
や「もう少しゆっくりお願いできますか？」と状況を伝え
るのも効果的です。 

名前や固有名詞を聞き取るときは、「漢字ではどう 
書きますか？」と尋ねてみるのも有効です。会話の

場所や向きにも気をつけ、顔を見ながら話すと、口の動き
や表情からも理解しやすくなります。 

8030 運動の取り組み

この運動は 80歳で 30㏈(ささやき声)の聴こ

えを維持する取り組みです。センターの施策

として耳鼻咽喉科医会と連携して次のような

ことを行っています。 

【巡回聴こえの相談】 

公民館、集会所、老人クラブ単位(10 人以上

に限定)に出向き、聴力測定、相談を行って

います。 

【耳鼻科専門医師相談】 

月 1回(原則最終週の土曜日午前)聴こえにつ

いての悩み、その対策等を直接聞ける機会を

設けています。(事前申し込み) 

【補聴器店との連携】 

認定補聴器技能者を設置している補聴器店と

連携して、きめ細かな対応ができます。 

聴こえないことは認知機能に悪影響をもた

らします。認知症予防のために難聴対策は

重要です。 

≪訂正≫ 

みみより第 141号(令和 7年 12月号) 

2025年 10大ニュース中 

手話言語施策推進法施行併せて手話の日が 

【訂】6月 23日⇒【正】9月 23日 

日曜教室 1月 17日(土) 

『地震についてのお話』 
佐賀気象台要配慮者対策係 小城啓さん 

1月 17日は阪神・淡路大震災から
31年。熊本大地震から 10年。今年 1月
6日には島根県東部を震源として震度５
強、県内の白石町、みやき町、上峰町、神
埼市で震度 3の地震がありました。 
日頃から地震の備えをしておくことが大

事です。手話勉強中の担当から、分かりや
すくお話してもらいます。 

 

 


